
０９０ 明治時代  新政府の発足 

1868.3  五か条の御誓文 【新政府の方針】 

 外交… 開国和親    

 内政… 広ク会議  ヲ興
おこ

シ,  

    万
ばん

機
き

  公論   二決
けつ

スヘシ 

 原案…  由利
ゆ り

公正
きみまさ

 ,福岡
ふくおか

孝
たか

弟
ちか

「列
れつ

侯
こ う

会議」  

 正案…  木戸
き ど

孝
たか

允
よし

 が修正→ 「広ク会議」 

     

  

1868.3 五榜
ご ぼ う

の掲示
け い じ

   【民衆統治の方針】     

  君臣･父子･夫婦の儒教道徳、徒党
と と う

･
・

強訴
ご う そ

 

  禁止、 キリシタン(切支丹)  禁止 

 

 

1868.4 浦上
うらかみ

信徒
し ん と

 弾圧
だんあつ

事件
じ け ん

  

 

 

 

1868.4  政体書    

 

  【中央】 太政官
だじょうかん

 を設置して中央集権 

    アメリカ流の 三権分立 の形  

    高級官僚は 公選 （互選） 

  

 【地方】 府藩
ふ は ん

県
けん

３治制  

1868.4 慶應
けいおう

義塾
ぎじゅく

 設置 

1868.5 彰
しょう

義隊
ぎ た い

 壊滅 

1868.5全国紙幣の 太政官
だじょうかん

札
さつ

 を発行 

 

  →のちに 民部省
みんぶしょう

札
さつ

 も発行 

1868.7江戸を 東京 と改称 天皇移動。 

1868.9慶応→明治と 改元  

       一世
いっせい

一元
いちげん

の制
せい

 を制定 

1868.11 新潟 開港 

1868.12 太政官
だじょうかん

札
さつ

 時価
じ か

適用
てきよう

令 

 太政官
だじょうかん

札
さつ

120両で小判 100両に 

1869.6  版籍奉還  【土地人民を天皇に奉還】 

 

 

・ 薩長
さっちょう

土肥
ど ひ

 ４藩主が率先して奉還
ほうかん

 

・旧藩主は 知藩事
ち は ん じ

 に任命 

1869.6 身分制度の再編 

・大名･公家を廃して 華族
か ぞ く

 と改称。 

・旧武士身分を 士族 それ以外を  平民   

1869.7 開拓使
かいたくし

 設置、蝦夷地を 北海道 と改称 

1869.12 東京横浜間に 電信 開通 

1870.9 平民に  苗字
みょうじ

使用  許可 

1870.10 工部省
こうぶしょう

 設置 工業化推進 

1871.1 郵便制度。 前島
まえじま

密
ひそか

 建議 

1871.4  新貨条例  貨幣制度を統一 

あ 十進法 を採用、単位は 円 。 

 

い 金本位制  

  

1871.2最新鋭 1万の 御親兵 設置 

  

 

1871.7 廃藩置県  

・大久保、木戸、西郷らが 

  藩の意向に反して 実行した変革。 

・西郷「逆らう藩は御親兵
ご し ん ぺ い

でやっつけるでごわす」 

・ 島津
し ま づ

久光
ひさみつ

 激怒 「西郷･大久保は不忠者
ふちゅうもの

ぞ！」 

・旧藩主〔知藩事
ち は ん じ

〕は 東京に居住強制   

 

 

 

・太政官三院制
だじょうかんさんいんせい

 正院
せいいん

･右院
う い ん

･ 左院 に再編 

 

1871.12  岩倉遣欧使節団  出発 

 

 

 


